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コマツレポート2014成長の源泉

●「ダントツ商品」
  ：安全性 / 環境 / 経済性 /ＩＣＴ

に優れた商品の開発
●  排出ガス規制対応
●  ハイブリッド油圧ショベルの開発
●  次世代鉱山機械開発

開発
【建設・鉱山機械】

●  建機開発センター（マザー工場）
●  コンポーネント開発センター
研究開発費：644億円
建機：566億円
産機：78億円

●  産学連携　 ●  産産連携

●  生産技術開発センター

資材調達
協力企業の数：1,200社
うち
「コマツみどり会」企業：164社

生産　生産拠点
【産業機械他】

産業機械
その他
合計

米州
-
-
-

欧州・CIS
-
-
-

中国
2
-
2

アジア
-
-
-

日本
5
4
9

合計
7
4

11
設備投資額(有形固定資産受入ベース)：4億円

【建設・鉱山機械】　　　

本体工場
うちマザー工場
コンポーネント・部品工場
素材工場
合計

米州
4
1
3
1
8

欧州・CIS
6
4
2
0
8

中国
3
-
4
2
9

アジア
3
-
4
2
9

日本
6
4
*7
*1
14

合計
22
9

20
6

48

* うちキーコンポーネント生産鋳造素材：１拠点、生産：6拠点
設備投資額(有形固定資産受入ベース)：合計179億円

ＩＣＴシステムのリソース　

【産業機械他】販売拠点：9カ国22拠点
【アフターマーケット】

●  パーツセンター（部品供給拠点）・・・49拠点
●  サービスサポートセンター（代理店の育成・サポート）・・・27拠点
●  トレーニングセンター（メカニックの技能教育）・・・20拠点
●  リマン・リビルドセンター（エンジン等の主要コンポーネント加修・再生）・・・12拠点
●  リテールファイナンス　●  循環ビジネス

伝統市場 戦略市場

代理店
うちコマツ直営

日本
17
1

北米
33
2

欧州
43
2

中南米
25
2

CIS
8
-

中近東
10
-

アフリカ
15
4

中国
33
1

アジア
オセアニア

17
1

合計
201
13

代理店所在国
　 ：151カ国（ ）

【建設・鉱山機械】
販売・サービス　代理店数

資材調達 物流 販売 回収・解体

リソース

事業活動

数値は 2013年度実績、拠点数などは 2014年4月末現在

●  AHS
●  ICT施工
●  KOMTRAX
●  エコロジー＆エコノミー  
  ：低燃費 / CO²排出量削減機種の開発
●  LCA設計
●  中期環境技術開発目標

●  グリーン調達 ●  物流におけるCO²削減
●  物流のモーダルシフト
●  輸送効率の改善
●  梱包改善

●  環境配慮型商品・サービスの提供
●  中古部材・コンポーネントの売買ネットワークの構築、運営

●  商品使用段階における環境負荷の低減
●  お客さまの環境活動へのソリューションの提供
●  省燃費運転法の普及

●  部品を回収し、再生、供給するリマン事業を推進

●  国内生産拠点における電力半減活動(粟津工場の高効率新組立工場など)　 
●  資源有効利用活動（ゼロエミッション）　 
●  水使用量の使用削減　 
●  環境リスクマネジメント　 
●  気候変動対応（省エネルギー）

開発 サービス・使用生産

●  KOMTRAX( 機械稼働管理システム ) 延べ搭載台数：34 万台　●  KOMTRAX Plus（鉱山機械管理システム）　
●  ＧＰＳ技術　●  モジュラーマイニングシステムズ「MineCARE」●  コマツフォレスト「MaxiFleet」 など

●  マザー工場・みどり会の「作り込み」

環境保全
活動

●  全世界でのサービスサポート　●  補給部品（翌朝供給率の向上）　●  高付加価値「戦略部品」の提案　 ●  有償サービス契約事業
●  ブランドマネジメント活動（省燃費運転など現場改善活動）　●  リテールファイナンス　 ●  レンタル事業　 
●  中古車循環事業　●  ソリューションビジネス　●「代理店在庫ゼロ」拡大　●  AHS　●  ICT施工　●  KOMTRAX

●  キーコンポーネントの一極生産・技術革新　 
●  マザー工場における本体の品質と信頼性の「作り込み」
●  需要地でのフレキシブルなクロスソーシング(最適地生産)

【社会性】 ●  地域社会との共存　●  バイオマス　●  こまつの杜
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コマツレポート2014

中期経営計画の重点活動項目

イノベーションによる成長戦略
情報化施工

既存事業の成長戦略
ライフサイクルコスト　

土台強化のための構造改革①
粟津工場に新組立工場竣工

土台強化のための構造改革②
中国現地法人、デミング賞受賞
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コマツレポート2014中期経営計画の重点活動項目

2014/07/10 10:31イノベーションによる成⻑⾧長戦略｜KOMATSU REPORT 2014

1/1 ページhttp://solovan-dev.jp/komatsu/komatsu_co_jp/CompanyInfo/ir/annual/html/2014/topics/

ICTブルドーザーの導入によって、
我々の仕事も変わっていきます。
可能性は無限大です。

ICT建機：掘削・均し作業の画期的な改善  現場の「見える化」に向けて  新たなビジネスモデルの構築を目指して

ICT建機：掘削・均し作業の画期的な改善

2013年6月、コマツは世界初の自動制御ブレード機能を搭載したICTブルドーザー「D61PXi/EXi-23」を北米市場に導入し、これを皮
切りに、現在、ICTブルドーザーのラインナップは4機種となりました。今秋にはICT油圧ショベルを日米欧の市場に導入する予定です。

ICTブルドーザーの販売台数は全世界で200台を超え（2014年3月末現在）、施工事例も増えています。日本でもコマツグループのレン
タル会社を通じて、約40件の施工実績を挙げました。

粗掘削から整地（仕上げ）までを自動制御できるICTブルドーザーは、整地作業そのものを大幅に短縮し、「丁張り」（施工指示）な
どを省略することができます。お客さまからも「車体が傾いていてもブレード（作業機）が正確に制御される。これは熟練オペレータで
も難しい」「機械のまわりに補助作業員をおく必要がないので安全」など、数多くの評価の声をいただいています。

現場の「見える化」に向けて

ICT建機に搭載した測量システムからの位置情報や、機械稼働管理システム「KOMTRAX」から得られる稼働データを分析することに
よって、お客さまの現場の日々の状況を把握することができます。これが現場の「見える化」です。将来、事務所にいながら「見える
化」した現場のリアルタイム情報に基づき、コンピューター上で翌日の車両配置などの工事計画を検討し、各車両に日々の作業を発信す
る、といったワークフローが考えられます。

ICT建機を活用したビジネスモデル開発は、スタート地点に立ったばかりです。今後、コマツというメーカーの枠を越えた発想から、
ＩＣＴ建機を使った全く新しい土木・建設工事現場が誕生する可能性が大いにあるのです。

開発に当たっては、「産学連携」や「産産連携」によって最新の知識や技術をいち早く取り込み、既存技術と融合させる「オープンイ
ノベーション」の発想が不可欠です。コマツは2014年4月、取り組みを加速させるため、新たにCTO（Chief Technology Officer）室を
設置し、情報収集と連携の強化を図っています。

新たなビジネスモデルの構築を目指して

コマツは他に先駆けてICT化の重要性に着目し、建設機械へのKOMTRAX標準搭載や、鉱山機械へのKOMTRAX Plus導入を進めてきま
した。それらの情報をコマツ、代理店とお客さまが共有し、ともに機械のライフサイクルコスト改善 に取り組み、成果を挙げつつありま
す。

さらにICTを活用した究極のソリューションとして、世界で初めて無人ダンプトラック運行システム（AHS）の実用化に成功しまし
た。いずれも、ビジネス領域を車両そのものからお客さまの施工現場に広げ、お客さまの生産性や安全性を高めることを目指していま
す。

ますます進展する建設・鉱山機械のICT化と、データの「見える化」。コマツはお客さまと一緒に新たな価値をもたらす「ダントツソ
リューション」の提供を進めていきます。

コマツレポート2014 中期経営計画の重点活動項目 イノベーションによる成長戦略

2013年度ハイライト

連結業績の推移
非財務指標の推移

ステークホルダーの皆さまへ
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コマツの事業概要
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既存事業の成長戦略
土台強化のための構造改革①
土台強化のための構造改革②

2013年度事業概況

5年間の要約財務データ
建設機械・車両
産業機械 他

持続可能な成長のために

リスク管理
コーポレート・ガバナンス
環境保全活動
社会貢献活動

インフォメーション

コーポレート・インフォメーション
PDFダウンロード
サイトマップ

コマツレポートについて

ガイドラインの利用

詳細な情報は、こちらからご覧下さい

財務：有価証券報告書

社会性活動：CSR報告書

環境保全活動：環境報告書

ご利用上の注意 お問い合わせ 検索 サイトマップ 個人情報保護への取り組み｜公告

Copyright © 2014 Komatsu Ltd. All rights reserved
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コマツ
〒107-8414 東京都港区赤坂2-3-6

http://www.komatsu.co.jp/

コーポレートコミュニケーション部　
TEL： 03-5561-2616   FAX： 03-3505-9662   e-mail： info@komatsu.co.jp


